
 

                                令和４年５月１３日 

兵庫県立姫路聴覚特別支援学校 

   進路指導部 発行 

                                          

 

新年度がスタートして、早くも１ヶ月が過ぎました。進路指導部では、今年度も進路の情報

をお伝えする「進路だより」を発行していきます。今年度、皆さんの進路指導を担当するのは

高等部は井村・天野・寺前・谷本、中学部は栗山・大森、小学部は堀田の７名です。進路行事

の企画・運営、進路開拓、進路情報の収集などに協力してあたり、皆さんの希望する進路の実

現のために精一杯、進路情報の提供に努めていきたいと思っています。 

 今年の進路指導部主催の最初の行事は、進路懇談会と高等部３年生の進路相談でした。今年

もコロナ感染防止のため、講演会の参加は中高の保護者様のみとさせていただきました。講演

等の様子は、以下の報告をご覧下さい。また、講演後は高等部３年生の生徒が就職と進学に分

かれて、それぞれ進路相談を行いました。就職希望者は各居住地管轄の職業安定所の指導官に

来校頂き、改まった雰囲気の中、それぞれの希望の職種や勤務地を担当者に真剣に伝えていま

した。また進学希望者は本校の進学担当者より、進学についての注意点などの説明を受けまし

た。 

 

 

 

 進路懇談会の講話Ⅰは、姫路公共職業安定所（ハローワーク姫路）の主任就職促進指導官 

 中村 利和様より、『卒業後の就職に向けて』という演題でお話をしていただきました。 

 

１． ハローワーク（公共職業安定所）とは、どんなところ？ 

・仕事に就きたい「人」と企業の「仕事」を結びつける国の機関。 

・仕事を探している人や、仕事をしてくれる人 

 を探している会社の人が利用。 

 

 

 

 

求人情報の検索や、 

就職相談、雇用保険の 

手続きなどができます！ 



 

２． 最近の雇用状況 

（１） 有効求人倍率（令和４年２月末現在）・・・やや厳しい状況。 

兵庫県･･･有効求人倍率０．９６倍（仕事を探している人 100 人に対して、 

     96 人分しか求人（仕事）がない、ということ。） 

 （２）高校生の就職状況（令和４年２月末現在） 

 兵庫県の状況  求人数 13,584 人、就職希望者数 4,359 人、就職内定率 97.6％ 

（３）ハローワーク姫路管内の雇用状況 

 令和元年度 新規登録者 817 人、就職者数 358 人（うち聴覚障害者 17 人）  

 

３． 「働く」のに必要なことは？ 

まず、みなさんが「働きたい」という気持ちを持つことと、会社から 

「働きに来てください（＝採用します）」と言ってもらうことが必要です。 

  

 

 

 

 

  この３つを続けることができる人に、会社は「採用します。」と言ってくれます。 

 

４． 学校生活において、気を付けること。 

 

 

 

 

 

  この３つができれば、実習でも仕事でも、しっかり頑張ることができます。 

 

５． 学校と会社の違いを知っておこう。 

 学校では休んでも他の人に迷惑はかかりませんが、会社では他の人に大きな迷惑がかかりま

す。働くときには、自分の体調や生活面の管理も大切になってきます。職場実習の機会な

どもあると思うので、真剣に実習に取り組みましょう。 

＜どんな人が「採用します」と言ってもらえるのか。＞ 

 ○ 指示されたことを理解し、それを実行できる人。 

 ○ 一生懸命、仕事に取り組むことができる人。 

 ○ 遅刻をしない人。 

＜次の３つを、毎日、くり返し頑張って下さい。＞ 

 ○ 指示されたことをしっかり理解し、それを実行すること。 

 ○ 毎日一生懸命、手を抜かずに授業をうけること。 

 ○ 毎日時間までに登校し、遅刻をや欠席をしないこと。 



 

講話Ⅱは、株式会社エスコアハーツ 安塚健様より『これから就職しようとする人たちに』と

いう演題でお話をしていただきました。 

  

１．会社概要 

 ノーリツの特例子会社 

所在地：加古郡稲美町 

従業員：１２４名（障害者４８名、うち聴覚障害者は５名） 

事業内容：給湯器の部品製造、軽作業（ピッキング等）、 

および事務作業（ＰＣ入力、印刷手配）、ＰＣセットアップ、清掃業務など 

 

２．会社の特徴や障害者の採用状況など 

従業員は１２４名で、正社員は８９名。そのうち、障害者は４８名。会社の特徴としては、

①様々な仕事がある、②障害特性に合わせた仕事を提供している、③ノーリツグループへの出

向制度がある、④一般職への登用制度がある、などである。また、会社と社員がともに成長す

るために、月１回の支援者会議、年６回の支援者支援力向上研修、年４回の社内研修などを行

って、障害者が働きやすい環境を整備し、きめ細かいサポートを行っている。 

  

３．社員に求めていること 

① 毎日、元気に出勤すること。 

・学校を休むことはないですか？（体調不良以外で） 

・毎日、遅刻せずに学校に来ていますか？ 

・規則正しい生活をしていますか？ 

・体調管理はできていますか？ 

・学校に行くのが楽しいですか？ 

 

② お互いに助け合うこと。 

・友達と仲良くしていますか？ 

・誰かが困っていたら、助けていますか？ 

・自分が困ったら、誰かに相談できますか？ 

・相手の気持ちを考えてあげていますか？ 

・先生や両親に感謝の気持ちを持っていますか？ 



 

 ③ 作業品質（正確性・スピード）を高めること。 

 ・ルールは守っていますか？ 

 ・言われた事を素直に聞くことが出来ますか？ 

 ・間違いがないか、確認出来ていますか？ 

 ・宿題や提出物の期限は、守っていますか？ 

 ・細かい作業や、パソコンは好きですか？ 

 

④ 向上心（もっと成長したいという気持ち）を持つこと。 

 ・今、がんばっていることはありますか？ 

 ・これからやってみたいことはありますか？ 

 ・就職したら、どんなことがしたいですか？ 

 ・何のために就職するか、考えたことがありますか？ 

 ・「自分は何でもできる」と思えていますか？ 

 

４．みなさんへのメッセージ 

 働くことは、大変なこともありますが、必ずみなさんの成長につながります。以下のことに

気を付けながら、残りの学生生活を大切に過ごして下さい。 

 ・あいさつは、必ずする。 

 ・何事にも一生懸命に取り組む。 

 ・信頼される人になる。 

 ・注意されたときは、素直に聞く。 

 ・感謝の気持ちを忘れない。 

  生徒の感想文より・・・＜抜粋＞ 

○ 自分にはまだ少し難しいところもありましたが、これから自分の進路について、しっかり 

 と考えていきたいと思いました。また、勉強とクラブをしっかり頑張ろうと思いました。 

○ ３年後の自分は社会人になるので、とても貴重な機会となりました。障害者の雇用状況な 

 ど、新しく知る内容がたくさんありました。３年間の高校生活の時間を大切にして、自分が 

 納得できるような進路を実現したい、という気持ちになりました。 

○ ハローワークの中村さんの話の中で、会社から「採用します」と言われるために必要な３ 

 つのポイントを教えてもらいました。これをずっと続けるのは難しいですが、自分でできる 



 

 ことはきちんと続けられるようにしていこうと思いました。 

○ 学校生活の中で、あいさつをしたり、授業をきちんと受けることなどをしっかりと続けて 

 いきたいと思いました。学校生活を悔いなく過ごしていきたいと思います。 

○ これまでのんびりし過ぎて、遅刻をしたり、忘れ物をしたりということが多かったので、 

 これからは同じことをくり返したらダメと思いました。時間をみて自分で行動できるように、 

 頑張りたいと思います。 

○ ２つの講演を聞いて共通することは、課題を素直に聞いて改善することが大事、というこ 

 とです。また、感謝を忘れない、ということも印象に残りました。残り１年間、意識を高め 

 て過ごしていこうと思いました。 

○ 何のために就職するかを考えると、親に恩返しをするためです。親には言葉では足りない 

 ほど感謝しています。 

○ エスコアの安塚さんの話の中で、時間やルールをきちんと守ることなど、まだまだできて 

 いないときがあったので、これらをしっかり頭に入れて行動していきたいと思いました。 

○ お二人の講演を聞いて、改めて進路のことを考えました。今はまだ就職には厳しい状況で 

 あることがわかりました。就職に必要となる力を、今からの学校生活で身につけていきたい 

 です。 

○ 自分は毎日学校で、みんなと一緒にがんばっているつもりだけど、社会人になったあと一 

 人で頑張っていけるのかなと思いました。今のぼくに足りないことは、仲間との過ごし方と 

 会話かも知れないと思いました。 

○ 働くために必要なことについて改めて考え、自分ができていることと、まだまだできてい 

 ないことがはっきりと分かった時間でした。また、エスコアハーツの業務内容がとても幅広 

 いことを知って、素敵な話が聞けてよかったです。 

ご参加いただいた保護者の方々の感想より・・・ 

 

・進路や就職について、一度聞いておきたいと思っていたので、良い機会になった。中学部で

もこのような機会があれば、自分の進路についてイメージできると思うので、ぜひ取り入れ

てほしい。 

・たくさんの仕事から子どもができる仕事を探すことは大変だと思いますが、生活習慣や体力

をつけることなど、基本的なことを守っていけるよう、支援していきたいと思います。 

・あたりまえの事だと思っていても、言葉にして説明して頂けると、とても理解しやすく、き

っと子どもたちにも響いていると思います。 



 

・就職に向けて、基本的な生活が大事だと改めて思いました。遅刻や欠席には気をつけたいと 

 思いました。 

・就職先について、保護者としての知識も浅く、障がい者を雇用して下さる企業がどの程度あ 

 るのか、手探り状態でほとんどわかりません。卒業生の皆さんは、どのように探されたので 

 しょうか。本人に「こんな仕事がしたい」という希望があれば探しやすいかも、と思うので 

 すが。 

・障害に理解のある会社もあるが、現実はそう甘くないと感じています。精神的な強さも、身 

 につけられれば、と思います。 

・進学を選んだ生徒の就職先についても、聞いてみたいと思いました。 

お忙しい中、ご参加いただきました保護者の皆様、 

                    ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

●４月２５日(月)～       高等部進学希望者の補習開始 

●７月１０日(日)     高１・２・３年 進学希望者の総合学力模試（記述） 

●７月１１日(月)～１５日(金)  就業体験 高２・３年  校内実習 高１年 

●７月１２日(火)～１４日(木)  わく・ワーク体験（中学部２年） 

              ☆ 就職希望の高３生は随時、実習が入ってきます。 

●１０月２４日（月）～２８日（金）就業体験 高１・２年 

●１１月 ６日（日）    高１・２・３年 進学希望者の総合学力模試（記述） 

● １月１５日（日）    高１・２年 進学希望者の総合学力模試（記述） 

● ２月 ５日（日）    高２年 進学希望者 マーク模試 


